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●
認
定
救
命
士
を
養
成
し
て
い
ま
す

　
平
成
三
年
八
月
十
五
日
、
救
急
救
命
士
法
が
施
行
さ
れ
、
当

組
合
第
一
号
の
救
急
救
命
士
が
平
成
四
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
救
急
救
命
士
と
は
、
救
急
に
関
し
て
高
度
な
知
識
と
技
術
を

有
し
、
心
肺
機
能
が
停
止
し
た
方
に
対
し
て
高
度
な
救
命
処
置

（
救
急
救
命
処
置
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
救
急
隊
員
を
い
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
一
定
の
講
習
と
病
院
実
習
を
修
了
し
た
認
定
救
命

士
は
、
平
成
十
六
年
七
月
か
ら
気
管
挿
管
（
空
気
の
通
り
道
で

あ
る
気
管
に
特
定
の
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
空
気
の
通
り
道
を
確

保
す
る
こ
と
）
、
平
成
十
八
年
四
月
に
は
、
薬
剤
投
与
（
静
脈

に
点
滴
を
し
、
そ
こ
か
ら
血
圧
を
上
げ
る
な
ど
の
作
用
を
持
つ

薬
剤
を
投
与
す
る
こ
と
）
が
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
医
師
直
通
電
話
）

に
よ
る
医
師
の
指
示
の
も
と
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
川
越
地
区
消
防
組
合
に
五
十
一
人
い
る
救
急
救
命
士

の
う
ち
七
人
の
認
定
救
命
士
が
現
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
気
管
挿
管
、
薬
剤
投
与
が
実
施
で
き
る
認
定
救
命

士
を
養
成
し
、
ま
た
、
救
急
想
定
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
救
急

隊
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
救
命
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
方
の
勇
気
あ
る
行
動
が
尊

い
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
し
て
か
ら
、

現
場
に
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、
お
よ
そ
六
分
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
六
分
の
間
に
迅
速
な
救
命
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
り
救
命
率
は
格
段
に
高
ま
り
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
停
止
し
た
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
機
械
）
の
使
用
方
法
を
含
め
た
救
命
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
救
急
課
　
�
２
２
２
ー
０
１
６
０

エアゾール式簡易消火具
　　　　の破裂事故に注意：２
おしらせ：３
給油中の「吹きこぼれ」に注意：４
消防の数字：４

エアゾール式簡易消火具
　　　　の破裂事故に注意：２
おしらせ：３
給油中の「吹きこぼれ」に注意：４
消防の数字：４

認定救命士が訓練用人形を使用しての
気管挿管訓練の様子



消防だより2007.6月号

ー２ー

火事・救急・救助は119番
ー３ー

火事・救急・救助は119番

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
十
月
一
日
席
か
ら
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
を
受
け
、
同
組
合
が
持
っ
て
い
る
情

報
（
公
文
書
）
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
積
極
的
に
同
組
合
の
情
報
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
開
か
れ
た
組

合
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

公
開
の
請
求
が
で
き
る
方

　
川
越
市
ま
た
は
川
島
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方

公
開
の
対
象
と
な
る
公
文
書

　
同
組
合
が
平
成
十
九
年
十
月
一
日
以
降
に
作
成
又
は
取
得
し
た
公
文
書
で
す
。

公
開
の
費
用

　
公
文
書
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。
公
文
書
の
写
し
や
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

そ
の
実
費
を
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

　
川
越
市
消
防
団
お
よ
び
川
島
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
川
越
市
消
防
団
で
は
、
火
災
予
防
や
救
急
指
導
な
ど
の
啓
発
活
動
を

行
う
女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員
で
す
。
報
酬
や
出
動
手
当
が

支
給
さ
れ
、
公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
川
越
市
・
川
島
町
に
在
住
し
て
い
る
十
八
歳
以
上
で
組
合
条
例
に
定
め
る
欠

格
事
項
に
該
当
し
な
い
方
が
対
象
で
す
。
詳
し
く
は
、
消
防
局
総
務
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
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お

し

ら

せ

情
報
公
開
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故
に
注
意

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故
に
注
意

救
急
車
の
適
性
利
用
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

　
近
年
、
救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
中
の
搬
送
人
員
は
一
万

二
千
八
百
二
十
三
人
で
、
一
日
あ
た
り
約
三
十

五
人
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
53
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
六
千
八
百
四
十
五
人
が
医
療
機

関
で
処
置
を
受
け
た
あ
と
、
す
ぐ
帰
宅
で
き
る

軽
症
者
で
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
現
在
八
台
の
救
急
車
が
配
置

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
救
急
需
要
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
の
推
移
で
救
急
件
数
が
増
加

し
続
け
る
と
、
一
分
一
秒
を
争
う
重
症
者
へ
の

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
刻
も
早
い
治
療
が
必
要
な
方
の
た
め
に
、

軽
い
腹
痛
や
歯
痛
な
ど
緊
急
性
が
な
い
場
合
で
、

タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
車
で
医
療
機
関
に
行
け
る

と
き
は
、
救
急
車
の
利
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
夜
間
の
場
合
や
診
療
科
目
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
消
防
局
指
揮
統
制
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
０
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四
月
二
十
九
日
に
川
島
町
健
康
福
祉
ま
つ
り
、

五
月
十
三
日
に
は
川
越
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
に
お
い
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

の
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
約
65
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
約
24

◎
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
川
島
町
上
伊

草
で
女
性
が
用
水
路
に
転
落
し
た
の
を
発

見
し
、
迅
速
な
救
助
活
動
と
救
急
要
請
で

人
命
救
助
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
に
一
月
十

六
日
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

　
川
島
町
安
塚
　
遠
山
武
司
さ
ん

　
同
町
吹
塚
　
　
道
祖
土
康
明
さ
ん

　
同
町
吹
塚
　
　
道
祖
土
和
子
さ
ん

　
同
町
上
伊
草
　
冨
田
国
治
さ
ん

◎
三
月
三
十
日
、
川
越
市
下
赤
坂
で
発
生

し
た
火
災
で
、
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
で
助
け
を

求
め
て
い
る
女
性
が
い
る
の
を
、
迅
速
な

救
助
活
動
で
人
命
救
助
さ
れ
た
同
市
下
赤

坂
の
高
橋
照
夫
さ
ん
に
四
月
十
六
日
、
消

防
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

パ
ー
セ
ン
ト
の
世
帯
で
警
報
器
を
設
置
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
す
べ
て
の
一
般
住
宅

に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
火
災
か
ら
尊

い
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
４

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
消
防
防
災
機

器
の
開
発
・
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
月
八
日
、
独
立
行
政
法
人
消
防
研
究
所

主
催
の
「
消
防
防
災
機
器
の
開
発
・
改
良
及

び
消
防
防
災
科
学
論
文
」
で
、
川
越
中
央
消

防
署
の
金
子
亮
一
消
防
士
長
の
「
頸
椎
固
定

器
具
の
改
良
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
消
防

庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
頸
椎
固
定
器
具
は
交
通
事
故
な
ど
の
救
助

現
場
で
使
用
さ
れ
る
首
や
あ
ご
を
固
定
す
る

器
具
で
、
今
回
改
良
し
た
も
の
は
、
装
着
し

た
ま
ま
首
や
あ
ご
の
観
察
が
で
き
、
気
道
確

保
も
で
き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
開
発
・
改
良
を
行
い
、
当

組
合
管
内
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

　
二
〇
〇
五
年
十
月
ま
で
に
品
質
保
証
期
間
が
過
ぎ
た
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ

ッ
ク
社
製
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に
、
製
造
工
程
上
の
不

具
合
が
原
因
で
設
置
環
境
に
よ
っ
て
は
缶
内
面
に
腐
食
が
起
こ
り
、
液

漏
れ
や
亀
裂
・
破
裂
の
可
能
性
が
あ
る
事
が
判
明
し
、
現
在
、
同
社
に

よ
る
自
主
回
収
お
よ
び
無
償
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
回
収
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
消
火
具
が
多
数
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ご
家
庭
に
あ
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
対
象
商
品
は
、
左
表
の
と
お
り
で
、
缶
の
底
に
品
質
保
証
期
間
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
社
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
　
お
客
様
相
談
窓
口

　
�
０
１
２
０
‐
８
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１
０
８
４
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フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
受
付
時
間:

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
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ー
ム
ペ
ー
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【FMボーイk】
製造ロット番号 品質保証期間
KN301
KN322
KD319
K1425
K2408
K2421
K3406
K3418
K4423
K7425

2005.02
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

【ヤマトボーイKT】
製造ロット番号 品質保証期間
KO331
KN326
KD317
K1426
K2407
K2420
K3407
K3419
K4422
K7424

2005.01
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

人
命
救
助
に
貢
献
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

消
防
防
災
機
器
の
開
発
・
改
良
で
受
賞

【所有台数】３台
【配　置　署】川越北消防署・川越中央　
　　　　　　消防署・大東分署

消防車両紹介シリーズ⑤

化　学　車
　大型ボディーに水と消火薬液の２つの
水槽を備え、水と消火薬液を混合するこ
とにより、水だけでは消火することがで
きない油脂火災や化学災害などの特殊火
災に立ち向かう消防車です。
　通常の消防ポンプ車に比べ、より危険
な災害に出動する化学車は、耐熱防護服
や消火薬液を泡状にして放射する特殊な
ノズルなどを装備しています。

と
お
や
ま
た
け
じ

や
す
づ
か

か

み

い

ぐ
さ

か
ね
こ
り
ょ
う
い
ち

け
い
つ
い

お
よ

さ

い

ど

や

す

あ

き

ふ
き
づ
か

さ

い

ど

か

ず

こ

と

み

た

く

に

じ

た
か
は
し
て
る
お

し
も
あ
か
さ
か

川越市ふれあい福祉まつりでの
　住宅火災警報器普及活動の様子

来場者からは、多くの質問

が寄せられ、関心の高さが

うかがえました。その中で

いくつか紹介します。

質 問

どこに設置
　　　するの？

取り付けは
難しくないの？

どのくらい
　　使えるの？

答 え

寝室や階段に設置して
ください

ネジで簡単に取り付け
られます

電池式で、10年使用で
きるものがあります

2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」
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一
日
以
降
に
作
成
又
は
取
得
し
た
公
文
書
で
す
。

公
開
の
費
用

　
公
文
書
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。
公
文
書
の
写
し
や
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

そ
の
実
費
を
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

　
川
越
市
消
防
団
お
よ
び
川
島
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
川
越
市
消
防
団
で
は
、
火
災
予
防
や
救
急
指
導
な
ど
の
啓
発
活
動
を

行
う
女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員
で
す
。
報
酬
や
出
動
手
当
が

支
給
さ
れ
、
公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
川
越
市
・
川
島
町
に
在
住
し
て
い
る
十
八
歳
以
上
で
組
合
条
例
に
定
め
る
欠

格
事
項
に
該
当
し
な
い
方
が
対
象
で
す
。
詳
し
く
は
、
消
防
局
総
務
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
総
務
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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お

し

ら

せ

情
報
公
開
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故
に
注
意

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故
に
注
意

救
急
車
の
適
性
利
用
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

　
近
年
、
救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
中
の
搬
送
人
員
は
一
万

二
千
八
百
二
十
三
人
で
、
一
日
あ
た
り
約
三
十

五
人
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
53
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
六
千
八
百
四
十
五
人
が
医
療
機

関
で
処
置
を
受
け
た
あ
と
、
す
ぐ
帰
宅
で
き
る

軽
症
者
で
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
現
在
八
台
の
救
急
車
が
配
置

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
救
急
需
要
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
の
推
移
で
救
急
件
数
が
増
加

し
続
け
る
と
、
一
分
一
秒
を
争
う
重
症
者
へ
の

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
刻
も
早
い
治
療
が
必
要
な
方
の
た
め
に
、

軽
い
腹
痛
や
歯
痛
な
ど
緊
急
性
が
な
い
場
合
で
、

タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
車
で
医
療
機
関
に
行
け
る

と
き
は
、
救
急
車
の
利
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
夜
間
の
場
合
や
診
療
科
目
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
消
防
局
指
揮
統
制
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
０
０

　
四
月
二
十
九
日
に
川
島
町
健
康
福
祉
ま
つ
り
、

五
月
十
三
日
に
は
川
越
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
に
お
い
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

の
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
約
65
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
約
24

◎
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
川
島
町
上
伊

草
で
女
性
が
用
水
路
に
転
落
し
た
の
を
発

見
し
、
迅
速
な
救
助
活
動
と
救
急
要
請
で

人
命
救
助
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
に
一
月
十

六
日
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

　
川
島
町
安
塚
　
遠
山
武
司
さ
ん

　
同
町
吹
塚
　
　
道
祖
土
康
明
さ
ん

　
同
町
吹
塚
　
　
道
祖
土
和
子
さ
ん

　
同
町
上
伊
草
　
冨
田
国
治
さ
ん

◎
三
月
三
十
日
、
川
越
市
下
赤
坂
で
発
生

し
た
火
災
で
、
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
で
助
け
を

求
め
て
い
る
女
性
が
い
る
の
を
、
迅
速
な

救
助
活
動
で
人
命
救
助
さ
れ
た
同
市
下
赤

坂
の
高
橋
照
夫
さ
ん
に
四
月
十
六
日
、
消

防
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

パ
ー
セ
ン
ト
の
世
帯
で
警
報
器
を
設
置
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
す
べ
て
の
一
般
住
宅

に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
火
災
か
ら
尊

い
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
４

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
消
防
防
災
機

器
の
開
発
・
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
月
八
日
、
独
立
行
政
法
人
消
防
研
究
所

主
催
の
「
消
防
防
災
機
器
の
開
発
・
改
良
及

び
消
防
防
災
科
学
論
文
」
で
、
川
越
中
央
消

防
署
の
金
子
亮
一
消
防
士
長
の
「
頸
椎
固
定

器
具
の
改
良
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
消
防

庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
頸
椎
固
定
器
具
は
交
通
事
故
な
ど
の
救
助

現
場
で
使
用
さ
れ
る
首
や
あ
ご
を
固
定
す
る

器
具
で
、
今
回
改
良
し
た
も
の
は
、
装
着
し

た
ま
ま
首
や
あ
ご
の
観
察
が
で
き
、
気
道
確

保
も
で
き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
開
発
・
改
良
を
行
い
、
当

組
合
管
内
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

　
二
〇
〇
五
年
十
月
ま
で
に
品
質
保
証
期
間
が
過
ぎ
た
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ

ッ
ク
社
製
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に
、
製
造
工
程
上
の
不

具
合
が
原
因
で
設
置
環
境
に
よ
っ
て
は
缶
内
面
に
腐
食
が
起
こ
り
、
液

漏
れ
や
亀
裂
・
破
裂
の
可
能
性
が
あ
る
事
が
判
明
し
、
現
在
、
同
社
に

よ
る
自
主
回
収
お
よ
び
無
償
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
回
収
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
消
火
具
が
多
数
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ご
家
庭
に
あ
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
対
象
商
品
は
、
左
表
の
と
お
り
で
、
缶
の
底
に
品
質
保
証
期
間
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
社
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
　
お
客
様
相
談
窓
口

　
�
０
１
２
０
‐
８
０
１
０
８
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
受
付
時
間:

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
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w
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p
ro
tec.co

.jp
/im
p
o
rtan
t.h
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【FMボーイk】
製造ロット番号 品質保証期間
KN301
KN322
KD319
K1425
K2408
K2421
K3406
K3418
K4423
K7425

2005.02
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

【ヤマトボーイKT】
製造ロット番号 品質保証期間
KO331
KN326
KD317
K1426
K2407
K2420
K3407
K3419
K4422
K7424

2005.01
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

人
命
救
助
に
貢
献
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

消
防
防
災
機
器
の
開
発
・
改
良
で
受
賞

【所有台数】３台
【配　置　署】川越北消防署・川越中央　
　　　　　　消防署・大東分署

消防車両紹介シリーズ⑤

化　学　車
　大型ボディーに水と消火薬液の２つの
水槽を備え、水と消火薬液を混合するこ
とにより、水だけでは消火することがで
きない油脂火災や化学災害などの特殊火
災に立ち向かう消防車です。
　通常の消防ポンプ車に比べ、より危険
な災害に出動する化学車は、耐熱防護服
や消火薬液を泡状にして放射する特殊な
ノズルなどを装備しています。

と
お
や
ま
た
け
じ

や
す
づ
か

か

み

い

ぐ
さ

か
ね
こ
り
ょ
う
い
ち

け
い
つ
い

お
よ

さ

い

ど

や

す

あ

き

ふ
き
づ
か

さ

い

ど

か

ず

こ

と

み

た

く

に

じ

た
か
は
し
て
る
お

し
も
あ
か
さ
か

川越市ふれあい福祉まつりでの
　住宅火災警報器普及活動の様子

来場者からは、多くの質問

が寄せられ、関心の高さが

うかがえました。その中で

いくつか紹介します。

質 問

どこに設置
　　　するの？

取り付けは
難しくないの？

どのくらい
　　使えるの？

答 え

寝室や階段に設置して
ください

ネジで簡単に取り付け
られます

電池式で、10年使用で
きるものがあります

2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」
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2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」

火事・救急・救助は119番

□発行／川越地区消防局　総務課
　　　〒350-0823川越市神明町48-4　� 049-222-0700
　　　http://www.119kawagoechiku.jp/
消防テレホンサービス／� 223-0700 
＊かけまちがいにご注意ください。

　
消
防
行
政
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
主
な
財
源
は
、
組
合
を

構
成
す
る
川
越
市
と
川
島
町
か
ら
の
負
担
金
で
す
。

【
負
担
金
】

負担金
（構成市町からの負担金）
　4,408,828,000円
　　　　　　（87.7％）

消防費（消防活動等に必要な経費）
　4,790,694,000円（95.3％）

2007.6
第７号

消防の数字？ ３分
さて、何の時間でしょう？
　これは、心臓停止後約50％の傷病者が死亡してし
まう時間（注）です。救急車が現場に到着するのに
全国平均約６分かかります。現場に居合わせた方の
協力をお願いします。
注：救急専門医カーラーの救命曲線から

平
成
十
九
年
度
予
算

歳入

歳出

　
川
越
地
区
消
防
組
合
管
内
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
み

ず
か
ら
が
燃
料
を
給
油
す
る
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
が
二

十
四
か
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
石
油
連
盟
な
ど
関
係
四
団
体
が
給
油
中
に

燃
料
が
あ
ふ
れ
出
る
「
吹
き
こ
ぼ
れ
」
に
つ
い
て
、

そ
の
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
に
よ
る
と
、
四

百
四
十
か
所
の
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
約
96
パ
ー
セ
ン
ト
で
吹
き
こ
ぼ
れ
が
発
生
。
そ

の
多
く
の
原
因
が
、
「
オ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
（
満
量
停

止
装
置
）
作
動
後
の
継
ぎ
足
し
給
油
」
、
「
小
流
量

の
給
油
で
オ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
が
作
動
し
な
か
っ
た
」

な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
給
油
中
に
燃
料
が
吹
き
こ
ぼ
れ
、
引
火
し
た
場
合

に
は
、
広
範
囲
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
給
油
す
る
際
は
、
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
給
油
キ
ャ
ッ
プ
開
放
時
は
、
静
電
気
除
去
シ
ー
ト

　
に
触
れ
る
こ
と

◎
給
油
ノ
ズ
ル
を
止
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
確
実
に
差
し

　
込
む

◎
給
油
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー
を
止
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
確

　
実
に
引
く

◎
自
動
的
に
給
油
が
止
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
以
上
の
給

　
油
は
し
な
い

◎
給
油
後
は
、
給
油
ノ
ズ
ル
を
確
実
に
元
の
位
置
に

　
戻
す

※比率（％）の合計は端数処理の関係で必ずしも100％にならないことがあります。

国･県支出金
（国）12,654,000円（0.3％）
（県）1,000円（0.0％）
組合債
（消防施設等の整備にかかる借入金等）
　498,000,000円（9.9％）
繰越金
　80,000,000円（1.6％）
諸収入
（受託収入等）
　20,597,000円（0.4％）
使用料および手数料
（消防関係検査等の手数料等）
　4,652,000円（0.1％）
財産収入
（基金運用の利子等）
　1,947,000円（0.0％） 平成19年度当初予算　50億2,667万9千円

公債費
（長期債の元金および利子）
　221,580,000円（4.4％）
議会費
（議員報酬等の議会運営費）
　6,237,000円（0.1％）
総務費
（特別職・公平委員・監査委員の報酬等の経費）
　3,668,000円（0.1％）
予備費
　4,500,000円（0.1％）

☆ 

給
油
中
の「
吹
き
こ
ぼ
れ
」に
注
意 

☆


